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第 348 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

ユニークで さり気なく 〜 人生の生きる意味 〜 

 

2025 年 8 月 24 日(日)午前中は、【KBF(Kurume Bible Fellowship) in CAJ(Christian Academy in 

Japan）】に出席した。 午後は、定例の『東久留米がん哲学外来』(画像)(CAJ のキャンパス)、そ

の後は、『読書会』(画像)(East Side カフェ)に赴いた。『東久留米がん哲学外来』は、2008 年か

らスタートし、読書会は 2007 年からスタートした。 継続の大切さを実感する日々である。  

 

『東久留米がん哲学外来』では、初参加の方もおられ、大変有意義な時となった。 

【お茶を飲みながら、患者さん、ご家族、お友達、医療者が対話する場です。並行して、樋野興夫

先生との個別面談を行っています。（無料・要予約）】と紹介されてる。 

  

読書会は、【新渡戸稲造（1862-1933）著『武士道』(1899 年;矢内原忠雄訳） & 内村鑑三（1861-1930）

著『代表的日本人』(1908 年;鈴木範久訳）】交互に行っている。【新渡戸稲造『武士道』(岩波文

庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三『代表的日本人』 (岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読み進めており

ます。 リーダーは順天堂大学名誉教授・一般社団法人がん哲学外来名誉理事長で新渡戸稲造記念

センター長の樋野興夫先生です。 樋野先生のユニークでわかりやすい解説と さり気なく語られる

メッセージに励まされ、人生の生きる意味をあらためて考えるひとときになります。 どなたでも

ご参加いただけます。みなさまの参加をお待ちしております。】(画像)とある。 大いに感動する。 

 

今回の『読書会』は、【新渡戸稲造著『武士道』(1899 年;矢内原忠雄訳）】の第 10 章『武士の教

育および訓練』であった。『教育の主目的は ーーー 品性の確立にあった ーーー』＆『我を生み

しは父母である。我を人たらしむるは師である』の復習となった。 多数の質問あり大変貴重な時

となった。 本当に日々勉強である。 

 

その後、参加者と隣りのレストラン『ルチア』で夕食の時を持った。 充実した有意義な１日とな

った。  
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